
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.08 3.39

Ⅰ.(2) 3.33 3.47

Ⅰ.(3) 2.08 2.91

Ⅱ.(4) 2.58 3.05

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.17 3.32

Ⅱ.(8) 3.42 3.39

Ⅱ.(9) 2.42 3.27

Ⅱ.(10) 3.92 3.28

Ⅱ.(11) 2.17 3.09

Ⅱ.(12) 3.00 3.43

Ⅱ.(13) 3.00 3.43

満足度 Ⅱ.(14) 2.92 3.36

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 25.0% 0.0% 8.3% 16.7% 41.7%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

台風で2回の講義が補講に切り替わってしまった。補講はどうしても
出席率が悪くなりがちであり、何らかのロスが発生するため、予定
していた計画を少し積み残してしまった。補講欠席者に対しては、
レポート課題などを課し、ある程度はカバーできたとは思うが、やは
り講義を聞いていないことによる理解不足は残ってしまった。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
2.92 3.36

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2014年度　後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 12405/12452

科   目   名 情報セキュリティ

教   員   名

受
講
内
容
・
方
法

PowerPointを使いながら講義を進めたが、補講の影響で、ついつ
い先を急ぎ、理解度を確認しながら進めるという点で十分でなかっ
た点は反省である。一方で、DVDなどを観てもらった時は、感想文
などを提出してもらっており、それを読むことで、学生の理解度や興
味を、ある程度は把握して進めたと思う。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

2.83 3.26

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

2.96 3.28

授業時間以外での学習についてのガイドをもっと積極的にすべき
であった。来期については、小レポートなどの課題を積極的に出
し、より自主的な学びのくせをつけるよう、進めていきたい。情報セ
キュリティは日々、進化しており、内外の新しい情報収集にかなり
時間をかけ、その事例を多く説明している。これは身近な問題とし
て捉えてもらうために重要であり、引き続き、最新の情報提供がで
きるよう努力していきたい。
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